
令和７ 年 2 月 28 日

8 時 45 分から 17時 15 分まで

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 子どもたち一人ひとりの個性を尊重し、可能性を育む　※四條畷市子ども・子育て支援事業計画の基本理念に基づく

事業所名 四條畷市立児童発達支援センター 作成日支援プログラム

どのような方法、環境設定であれば、「状況の把握がしやすいのか、スムーズに動作へ移しやすいのか」を検討し、支援を行います。
お子さん自身が、「楽しい」「できた」「もう1回したい」と思え、次の行動へ繋げられるように関わり方や活動内容を工夫します。

お子さんの気持ちに寄り添った丁寧な関わりによって、大切にされている実感を持ち、自己肯定感を高め、人と関わる力、自分の気持ちを表現する力を育みます。
気持ちを伝える、相手の話を聞く力を育むため、アイコンタクトや指さし、ジェスチャー、模倣／復唱などノンバーバルな表現方法から、人へ伝えられる機会を提供します。
大人や友達との関わりの中で、気持ちを伝えたことで楽しいことがあった経験や、相手の話を聞いたことで自分のしたいことへ繋がるきっかけになる経験を持つことで、コミュニケーショ
ンを広げられるよう支援します。

集団の中で、順番や約束ごとがあるということを知る機会を提供します。遊びや日々の生活の中で、自分の気持ち（「それほしい」「ちょっと嫌だった」「うれしい」「くやしい」「褒め
てほしい」など）に実際の体験や大人の代弁を通して気づく経験を提供します。相手がどう感じているかを知る機会の提供を行う中で、「対処する」ということを経験できるよう支援しま
す。また、感情が高ぶった時の個々に合わせたリラックス方法や発散方法を考え、支援します。

支援方針
障がい児及び発達の支援が必要な児童に対し、日常生活における基本的な動作の指導、独立自活に必要な知識技能の付与、集団生活への適応訓練等を行うとともに、発達に関する相談等に
応じるため、四條畷市立児童発達支援センターを設置する。　※四條畷市立児童発達支援センター条例（設置）第１条に基づく

営業時間 送迎実施の有無 なし

支　援　内　容

毎日、同じ日課を繰り返すことで情緒が安定し、見通しを持って生活できるようにします。食事指導として、家庭的で温かい給食を提供します。食物アレルギーのあるお子さんにはアレル
ギー除去食を提供します。
健康状態の維持、生活リズムの形成の支援方法を考えます。
日常生活活動（移動・排泄・食事・着脱・整容）のスキルを身につけるために、遊びの中や実際の場面において、体の動かし方を知る機会を提供します。苦手な感覚刺激の削減、使いやす
い道具の検討、集中しやすい環境設定を考えます。

小さな集団の特性を生かし、お子さんが安心して主体的に活動できるように支援します。遊びや生活を通して、全身や体幹、五感の発達を促します。
好む感覚や取り入れにくい感覚、取り入れすぎる感覚を考え、自己のイメージを育む支援を行います。
姿勢を保つ、バランスをとる、力加減やスピードの調整といった大きな体の使い方（粗大運動）や手先を使う遊びや道具操作など細かな体の使い方（微細運動）を、普段の遊びや日々の生
活動作の中で支援を行います。
集団での運動遊びや体操、また、作業療法や理学療法の中で個別で集中して体を使う時間を提供します。

本
人
支
援

主な行事等

入園・進級式、季節の行事、誕生会、プール遊び、遠足（3～5歳児）、保育参観、個人懇談（個別支援計画など）、らんらんフェスタ（運動遊び）、おたのしみ会（表現遊び）、卒園式 、
ぐるーぷOT（複数人のグループでの作業療法活動）

家族支援

・個別支援計画を作成するにあたり、保護者の方と半年に一度面談をし、お子さんのご家庭での様子や心配などに
ついてお話を伺い支援計画を作成します。また、ご家庭での困り事について、ご家庭でもできるような環境作りや
関わり方などを一緒に考えます。
・心理士による発達相談、言語聴覚士による言語相談及び小児神経医師、小児整形医師による診察、相談を実施し
ます。
・お子さんの発達や特性、関わり方のコツに関する学習会を実施します。
・子育てのストレスを減らし、親子とも生活の困り感を減らすことを目的に、ペアレント・トレーニングを実施し
ます。

移行支援

就園、就学時に切れめのない支援を継続できるよう、
保護者の方の同意のもと、移行先にお子さんの発達や
これまでの支援経過、支援方法等に関わる情報の引継
ぎを行います。

地域支援・地域連携

・地域のこども園と当センターの通園児が互いに行き来し、朝の会や設定保育、外遊びをし交流しています。ま
た、行事やイベント（節分や、消防車が来た時等)に参加し、交流しています。
・市内の公立私立園の代表者の交流会を行い（障がい児保育担当者交流会）情報共有、情報交換の場を設けていま
す。

職員の質の向上

・市主催の人権研修、保育士研修、ちゃいるどネット
大阪の保育講座、その他必要に応じてセンター内での
研修等を実施、受講しています。
・四條畷学園短期大学との連携事業の一環として、運
動遊び等の指導方法について、実践を通じた指導をう
けています。


